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表2.1 韓国の建設産業の生産比重と成長寄与度 (単位:%) 
区分(年) 建設産業 製造産業生産比重 成長率 成長寄与度 生産比重 成長率 成長寄与度
1975 7.4 6.4 o. 5 16. 8 12.9 2.2 
1980 9. 8 -3.3 -0.2 2. 2 -0.9 -0.2 
1985 9. 9 4. 2 0.4 24. 8 6. 0 1.5 
1990 11. 4 25. 5 2. 5 28. 1 9. 2 2. 6 
1995 11. 3 8. 8 1.0 29.4 1. 3 3.2 
1996 11. 3 6. 9 O. 8 29.4 6. 8 2.0 
1997 10.9 1.4 O. 2 29. 8 6. 6 1.9 
1998 10.7 -8.6 -0.9 29. 6 -7.4 -2.2 
1999 8. 8 -9.1 -0.1 32. 3 21.0 6.8 
2000 7. 7 -3.7 -0.3 34. 2 15.4 5.3 
資料出所/1韓国建設産業の意味と価値J3) 
全産業に占める建設産業の生産比重は 1970年代から 1980年代まで順序に上昇してきた。
1990年代には 11%代を維持してきたが、 1997年 IIMF注 2)事態」と呼ばれる、外国為替の
保有量の不足などが原因で国家次元の経済危機が起こり、大幅に下落した。生産比重の下
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業 『建設用役業』 ー建築設計業(r建築士法J) 
ー監理専門業(r建設技術管理法用語の定義6)J ) 
( )は関連法 資料出所/I建設経済業務便覧J6) 
13 
2.2.3 兼業禁止及び業務領域の制限


































































建築分野技士 1級 5年 -敷地分析
建築分野技術士 なし -敷地断面
建築士 建築士予備誌験合格者または 建築士補として5年 -駐車計画




























総合監理 一般工事及び専門工事に対する 分野3人以上(土木分野 1人以上、




1. 5億ウォン以上専門会社 事である建設工事及び該当の専 -監理士補以上の監理員 12人以上土
門工事に対する責任監理 木または建築分野8人以上
建設産業基本法の規定による -首席監理士3人以上土木または建築




























業種 技術的能力 資本金 施設および機器
土木工事 土木技術者4人以上 5億ウォン以上 なし
建築工事 建築技術者3人以上 3億ウォン以上 なし
土木および 建設技術者 10人以上 10億ウォン以上 なし
建築工事


































































































































































































方式 (CM-at-risk方式)は除外され、フィーベースのもの (CM-for-fee方式、 pure-CM方
式)のみが可能ということになる O これは、リスクを伴う CM方式を認めてしまうと、大
手の建設業者がCM市場を支配する可能性があるとの危倶によるものである O 実際、大手
の建設業者は、フィーのみが利益となる規模の小さい pure-CM市場に対してはそれほど関




















































第 1次 OILSHOCK発生|TQC導入.73年 1'"一一一一一一
|建設業者に対する新規免許発給の中止 74年1.十一一 1_______主主主主2FLi---j←
E -一一一一一一 J 一一一円国際競争力・建設品質の低下J-1
. 




|建設業者に対する新規免許発給の再開;88年 |什 '-.---L- 11:2 _ 12I:1...L1...- ...... 
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管理の主体(I発注者」 ・ 「建設業者」 ・ 「住宅建設業者J)と関連主体(I監理者」
「品質検査専門機関」 ・ 「認許可行政機関J)を定義している。また、品質管理関連の条
項は 24条を中心として全般的な品質管理体系を規定している。詳しくは、 「大統領
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1 ) 韓国現地調査ヒアリングの結果(平成 17年 10月実施)
2) 韓国国土ポータルHP: www.land.go.kr 
3 ) 朴チャンシク、申ドンウ、申オクジン、 『韓国建設産業の意味と価値」、中央大学
出版部、 2002年
4) 韓国銀国 HP 阿 w.bok. or. kr 
5) 国土交通省 HP: www.mlit.go.jp/ 
6) 韓国建設交通部、 『建設経済業務便覧Jl2003年
7) 韓国統計庁 HP : www.nso.go.kr 
8) 韓国建設監理協会 HP : http://www.garnri.or.kr/ 
9) 韓国建設海洋部 HP : www.moct.go.kr/ 




























































































• 第 2条 れる可否を確認し、品質管理・工事監理及び安全管理などに対して指導・監督する行為
建設工事の計画・調査あるいは、設計が関連法令な
建設技術管理法






• 第 2条8の3 導と検測監理を行ーうことZE主ヨ[ 「全面 施工管理と、関係法 工事全体に対して責任監理
• • 任 責任」 建設技術管理法 令によって発注庁と を行うことiEt L 「立ロHμ4ノJキ 第 2条 9 しての監督権限を代 工事の一部に対して責任監
• • E里 責任」 行すること 理を行うこと建設工事に関する企画・妥当性の調査・分析・設
「建設事業 建設産業基本法 計・調達・契約・施工管理・監理・評価・事後管理
• 管理」 第2条 6 などに対する管理業務の全部あるいは、一部を遂行すること。








































「建設事業管理方式」 (CM r) 第三者の責任監理方式(監理専門会社)
「建設事業管理方式」 (CM r) 
























































































































1設計図書に対する事前協議 • • 2.内訳書検討 ム ム
3.施工者選定に対する協助 ム ム
4.施工計画の検討 ム ム





• • 10.下請負妥当性検討 ム ム
(工事管理の検討)
11.一設計図書の現場での法的検討 口 • 12.一施工検討 ム • 13.契約管理 ム ム





• • 19.現場での安全管理の指導 • • 20.災害予防対策検討 ム ム21.設計変更事項協議
• • 2.監理中間報告書作成 • • 23.監理完了報告書作成 • • (竣工手続き)
竣工段階
24.一使用承認申込書確認













• • • • 口




( 2) I責任監理」、 「施工監理」、 「検測監理」における監理者業務
「責任監理」、 「施工監理」、 「検測監理j の区分は工事の規模や工種、発注者の判断
などによって区別される。各監理方式に対する監理者の業務を表 3.5fこ示す。
表3.5 I責任監理」、 「施工監理」、 「検測監理」の業務比較
業務内容 責任監理 施工監理 検測監理
1施工計画の検討
• • 2工程表の検討 • • 3目施工者が作成した施工詳細図面の検討・確認 • • 4施工が設計図面及び仕様書の内容に適合して行われているかど
• • • うかの確認5構造物規格に関する検討・確認
• • • 6目使用資材の適合性検討・確認 • • • 7施工者が作成した品質保証計画の確認・指導、品質試験及び検
• • • 査成果に関する検討・確認8目災害予防対策・安全管理及び環境管理の確認
• • 9目設計変更に関する事項の検討・確認 • • 10工事進捗部分に対する調査及び検査 • • • 1目完工図面の検討及び竣工検査 • • • 12下請負に対する妥当性の検討 • • 13設計内容の現場条件符合及び実際の施工可能可否等の事前検討 • • 14その他工事の質的向上のために必要な事項として建設交通部令
• • • が定める事項 資料出所/建設技術管理法施行令第52条
















( 3 ) I建設事業管理J (CM) における監理者業務

































プロジェクト各段階の区分 責任監理 CM 
























4. 施工段階 CConstruction Phase) 
一1)一主主主夫書記長瓦往時一手白書両手民主示注瓦-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一「一一一.一一一一一
2)工程管理の検討、工程会議の実施、工程進行の報告 • • 3) 出来高部分検査 • • 4)施工者が作成した品質管理計画の検討及び確認 • • 5)安全管理計画の検討及び遂行を確認 • • 6)現場立ち入り検査 • • 7)工事契約の変更業務協力 • 8)下請けに関する法律的な規定項目を管理 • • 9) クレームの防止及び処理 • 5 施工後段階 CPost Construction Phase) 
1)試運転に協力





































とから、 Deliverables(ここでは、 「発注者の要求」、 「設計情報(設計図書)J、 「生
産情報(生産のための情報、一般的に設計図書から伝えられる情報に加えて、工事費、工
期などの生産のためのあらゆる情報を含む 8)) J、 「中間生産物(構造体などの建築物が
完成するまでの生産物)J、 「最終生産物(竣工した建築物)J )を介して分析を行う。
この分析方法では、前段階の Deliverablesが、次の段階の Deli verab 1 esを生み出すた
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理方式」 ・ 「第三者監理方式j ・ 「建設事業管理方式」など、が行われている。






































る比較分析、日本建築学会第 20回建築生産シンポジウム論文集、 pp. 27-32、2004
3) LEE， ]AE-IN、KIM，UK、KIM，KEE-CHUL :建築物の監理の改善に関する研究、大韓建築
学会計画系論文集、第 190号、 pp.117-124、2004.8
4) PARK， HWAN-PYO、SHIN、EUN-YOUNG:建設監理制度の成果分析及び発展方案、大韓建

































































































































関係のない会社である。 分離発注方式、 CMfor Fee JI耐の定義 13)方式の場合には発注者が
専門工事編成を行う。しかし、公共工事は分離発注が禁止されており、大規模の民間工事
もほとんどが設計施工分離方式によって遂行され、分離発注方式はほとんど小規模の工事




































































よて土工 仮設 型枠 Con 、t 鉄筋 鉄骨 Crane 
工程管理 一般 一般 一般 一般 一般 一般 一般
品質管理 一般 一般 一般 一般 一般 一般 一般
施工図 専門 a 専門 a 専門 b 専門 b 専門 b 専門 G
労務 専門 a 専門 a 専門 b 専門 b 専門 b 専門 G 専門d
材料 専門 a 専門 a 専門 b 一般 一般 専門 C 専門 d



































λえと 士工 仮設 型枠 Con t 鉄筋 鉄骨 Crane 
工程管理 一般 一般 一般 一般 一般 一般 一般
品質管理 一般 一般 一般 一般 一般 一般 一般
施工図 専門 a 一般
一般+
一般 専門 e 専門 g
専門 c
労務 専門 a 専門 b 専門 c 専門 d 専門 f 専門 g 専門 h
材料 専門 a 専門 b 専門 c 一般 一般 専門 g 専門 h
































工程管理 一般 一般 一般
品質管理 一般 一般 一般
施工図 一般 一般 一般
;A力主Z一務之示決f 一般 一般 一般
材料 一般 一般 一般













































































































































































































2) Shuzo Furusaka Sub-package Problems of Building Construction，、 HABITAT
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「特国建設監聞協会」設立 (1991午) I 
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実例として韓国ソウル市内の A大学の状況を整理し、表 5.1 tこ示す。韓国へのCM方式










課程 学年 学期 科目名 教員 一週間の授業時間
3 
2 建設管理 専任A 2 
2 建築施工 専任B 3 
学部 建設経営 専任A 2 
4 建設工学シスァム設計 専任B 4 
2 建設技術 専任B 3 
建築コスト計画論 専任B 3 
建設経営工学論 専任A 3 
大学院 共通
建築工事管理論 非専任 1. 5 
2 建築技術特論 専任B 3 
2 建築生産工学論 専任A 3 










韓国技術士会 CMIコ*1教育 180 1645人 教育持続
建設技術教育院
PC附1教育 154 797人 教育持続
CMア力デミー 154 595人 教育持続
韓国 CM技術協会 CC附1教育 180 260人 教育持続






韓国建設産業研究院 CM専門教育 141 80人 教育中断
韓国能率協会CMセンター CCM専門家養成課程 213人 教育中断
建設経営研修院 CMM教育 152 25人 教育中断
建設産業研究院 CM専門教育 595人 教育持続
* 1 CMP : Construction Management Professional * 2 2005年 3月以後の教育人数の発表無し
PCM : Professional Construction Manager 
CCM : Certified Construction Manager 




















いる iCMアカデミー」課程の科目時間の割当 11)を見ると、 「建設事業管理概論」が 24





































































1) PARK， CHAN-SIK、KIM，]UN-CHAE、CHOI，SEOK -IN :国内監理会社のCM適用方案に関
する研究、大韓建築学会計画系論文集、第 102号、 pp.441-451、1997.4
2) LEE， BOK -NAM、]UNG，YOUNG-SOO:建設事業管理の業務機能と役割分担、韓国建設産
業研究院報告書、 1999.8 
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化のための制度的な改善方案、大韓建築学会構造系論文集、第 209号、 p. 155-164、
2006.3 
4) KIM， CHANG-GYO、CHUN，]AE-YOUL:国内の建設事業管理者の資格認証の現況および改









h_word=&selElIdx=-1&rootKey=6. 48. 0)、 (参照2009-08-28)
9引)韓国監理協会監理受注


















































































































プロジェクト A B c 
用途 宿舎 商業、住宅 商業
工事区分 公共工事 民間工事 公共工事
監理方式 工事監理 折衷型監理 責任監理
構造 RC造 SRC造 RC+PC造
階数
地下 1層、 地下7層、 地下 1層、
地上4層 地上33層 地上4層
工期
2008. 1 ~ 2007. 1~2010. 6 2008. 10~ 
2009. 6 2010.6 
建築面積(m2) 4485. 54 2957 4675 
延床面積(m2) 12067.67 79978 2125.26 
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→作業チーム →監理者 →CMr 
表6.3 実施主体の参加度合
プロジェクト 型枠工事 鉄筋工事 コンクリート工事 実施主体
13/16 16/21 9/13 元請
1/16 3/21 2/13 1次下請
A 
作業チーム
2/16 2/21 2/13 監理者
11/16 5/21 7/13 元請
2/16 10/21 2/13 1次下請
B 
1/16 3/21 1/13 作業チーム
2/16 3/21 3/13 監理者
3/16 1/13 元請
4/16 3/21 3/13 1次下請
C 
1/16 6/21 1/13 作業チーム




4/16 4/21 1/13 作業チーム













































Aプロジェクトにおける 1次下請と作業チームの分担項目数は 6/50であり、 12%を占




AとBプロジェクトの場合、 a-15. b-04 . b-08などの簡単な検査や確認を中心としてい
た監理業務が、 Cプロジェクトの場合には a-03. b-01 . b-03 . c-01などの設計図書/施
工図との照合を含み、 監理者が品質管理活動の主体となっているため、積極的に監理範



















設計者と民間の専門監理会社が ]Vを組んだ Bプロジェクトは、 Aプロジェクトの「工



































































本建築学会計画系論文集、第621号、 pp.101-108、2007. 1 
2 )李俊錫、古阪秀三:韓国の建築プロジヱクトにおけるCM方式の普及過程とその意





めの建設工事管理制度の研究 監理制度の発展方向を中心に 、 韓国建設技術院研
究報告書、 2004.6 
5) 高麗一大、古阪秀三、金多隆、平野吉信、江頭矢口幸:品質事故事例から建築生産シス







































































































































建築学会計画系論文集、第621号、 pp.101-108、2007. 11 
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義、日本建築学会計画系論文集、第649号、 pp.667-672、2010.3 
( 3 )李俊錫、古阪秀三:監理方式の変遷に伴う韓国の建築プロジェクトの品質確保のし
くみの変化、日本建築学会計画系論文集、第 75巻、第658号、 2010. 12 
- 審査付国際会譜論文
( 1) Yoshimasa YOSHIDA， Shuzo FURUSAKA， Takashi KANETA， Yue LI，基旦旦二塁盟主
LEE， Takashi SAITO， HyeongGeun PARK Comparative Study on Supervision 
System in South Korea and Japan， ISARC 2004 (21st International Symposium on 
Automation and Robotics in Construction) ， Sep. 2004 
( 2) Jun-seok LEE.， Shuzo FURUSAKA， Takashi KANETA COMPARATIVE 
STUDY ON THE ARCHITECT AND SUPERVISOR'S ROLE THROUGH 
SUPERVISION SYSTEM IN SOUTH KOREA AND JAPAN， ISAIA2006(The 





( 2 )李俊錫、古阪秀三:韓国の建築フOロジェクトにおける CM方式の普及過程に関する








研究、平成 17年度日本建築学会近畿支部研究報告書、 pp.681-684、2005.5 
( 2 )李俊錫、古阪秀三、金多隆:韓国の建築プロジェクトにおける品質確保のための設
計者・監理者の役割、 日本建築学会大会学術講演梗概集、 pp.1l77-1178、2006.9 
( 3 )主箆盤、古阪秀三:韓国の建築プロジェクトにおける CM方式の普及過程に関する
研究、日本建築学会大会学術講演梗概集、 pp.1297-1298、2007.8 
(4 )主箆盤、古阪秀三:韓国の建築プロジェクトにおける CM方式の普及の意義、日本







・調査対象:A (設計事務所)、 B (設計・監理事務所)、 C (大学建築学教授)、 D(建設























































































































































一般 一般 一般 一般 専門 g 専門 h
[労務関連]業務担当
ー
一般 一般 一般 専門 g
、 / 
施工図作成 h人 一般 専門 G 専門 d 専門e 専門 g
労務関連 専門冷静 専門 G 専門 d 専門 g 専門 h




































・調査期間:2008 年 4 月 20 日 ~24 日
・調査対象:現場5か所、専門建設業会社 lか所、 CM会社 1か所
・内容:躯体的な内容を以下のように整理する。
<住商複合施設工事現場;第4章の Cプロジェクト>
・日時:2008 年 4 月 21 日 10 時~12 時







































































































































































































m2 区分( 公共工事 / 民間工事
工事金額 億 ウォン一貴社の契約額 ウォン
1.3 記入担当者の氏名
1.4 連絡先:TEL FAX e-mail 
2.質問
( 1 )上記のプロジェクトに貴社はどのような立場で参加されましたか。










設計 施工 監理 発注 C九f
業務項目 設計者
1次 2次


























設計 施工 監理 発注 CM 





































設計 施工 監理 発注 C九f











































設計 施工 監理 発注 C恥f































設計 施工 監理 発注 C恥f
番号 業務項目 設計者 GC 
1次 2次
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